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　「特集／多様化する『テレワーク』の現状」の 17・18ページに掲載致しました，田中 敦山梨大学教授の寄稿「AC

（AfterCorona）を見据えたワーケーションの新たな役割と価値」において，17ページの「表 1　日本型ワーケーショ

ンの分類」に誤りがありましたので，お詫びするとともに下記のとおり訂正いたします。

　誤りの箇所　分類の「2．日常詰め込み型」とあるのは，正しくは下記の通り「2．日常埋め込み型」となります。
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（1）日本型ワーケーションの出現と動向
ワーケーションは，仕事（work）と休暇（vaca 

tion）を組み合わせた欧米発の造語であり，仕事
と休暇を平行して，あるいは織り込むように過ご
すハイブリッドな仕組みである。まだ新しい概念
で，今回本誌特集で紹介されたJALなどが先例と
され2018年にようやく交通白書（国交省）でも紹
介された。昨年からメディアで頻繁に取り上げら
れるようになったのは,1年後に実施予定であった
TOKYO2020期間中に都内への通勤者をできる限
り減らすことを念頭において7月から9月に実施さ
れた総務省，厚生労働省などによる「テレワーク・
デイズ」の取組みと，全国65の自治体が参加した

「ワーケーション自治体協議会（WAJ）」の活発
なPR活動によるところが大きい。

ワーケーションへの期待が高まる背景には，ま
ず，政府が掲げた「ニッポン一億総活躍プラン」

の実現に向けた働き方改革の推進と，多様で柔軟
な魅力的な働き方の構築が優秀な人材の採用，定
着のための重要なファクターとなった労使側のニ
ーズと，受入れ側の地域での，地元での消費額の
増加や将来の2地域居住や移住定住を視野に入れ
た関係人口の増加などが地域活性化につなげられ
る切り札としての期待がある。そしてワーケーシ
ョンを実現可能とするICTを活用したリモートワ
ークの普及，浸透とコワーキングスペースやニー
ズにあった宿泊施設も増加してきている。

欧米でのワーケーションは，いわゆるノマド的
な働き方を前提とした個人レベルでの仕事と休暇
のミックスとして拡がりをみせている。筆者もワ
ーケーションを広義には「個人が主体的に価値を
認めて選択する，日常的な仕事（ワーク）に，非
日常的な余暇（バケーション）の感覚を埋め込ん
だ，柔軟な休暇体験と働き方」と考える。
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　表1  日本型ワーケーションの分類

分類 分類詳細 概　　　　　　　　要 勤務の取り扱い，
必要な環境等

1．休暇
活用型

有給休暇との混
合

JALで導入されているワーケーション制度のように，休暇中の特定の日に
限って仕事をする・有給休暇の取得促進などに効果

年次有給休暇＋テレワー
ク環境

ブリージャー
（Bleisure）

business（仕事）とleisure（余暇）を合体させた造語で，普段の出張に休暇
をプラスし，出張業務にプラスして，前後にバケーションや地域との交流等
を可能とするもの。利用者は移動費用，時間をセーブでき，非日常を過ごす
ことができる

業務出張（勤務）と有給
休暇の組み合わせ

2．日常
埋め込
み型

リゾートのサテ
ライトオフィス
や，場所を選ば
ないテレワーク

WAA(いつでも，どこでも自由に働くことができる働き方）的なワーケーショ
ン。日常的に，勤務中に中抜けして，遊びが楽しめる。長期的日常とは異な
る地域に滞在や2拠点居住なども可能となり，「場所・空間・環境」の裁量，
自由度が格段に高くなる。また地域コミュニティへの参加やコワーキング，
コラボレーションな活動が容易になり，地方での副業や逆参勤交代的な働き
方への可能性も拡がる

勤務と休暇・就労時間外
との混合（時間単位年休
やコアなしフレックスタ
イム制など）＋テレワー
ク環境，就業時間・期間
は有給

3．オフ
サイト
会議・
研修型

リゾートなどの
オフサイトにお
ける様々な研
修，ミーティン
グ

ツーリズム用語の「MICE」の「M」に該当する，部署単位などで従来の持
ち出し会議や研修旅行的に行われるもの，チームビルディングや新規アイデ
ア創出などに活用される

勤務（有給）
会議・研修前後の休暇や
滞在期間中の休日のブ
リージャーとしての遊び
（無給）は可能

　資料出所：�田中敦・石山恒貴（2020）「日本型ワーケーションの効果と課題─定義と分類，およびステークホルダーへの影響─」日
本国際観光学会論文集

訂正後の表


